






























































































































































では僅か一〇年ほどであっ 。そして、金蔵の死後は、ツネはもう一度女戸主になった。そして、 「戸籍」によれば、ツネ満四八歳、タケ満一〇歳の時、すなわち 一九二三年
（大正一二）
二月一二日、長女ク
ニが 八 雄勝郡山田村字上堂ケ沢菅原政蔵を婿養子として縁組婚姻した。この時点で 政蔵が大黒屋の経営を担うことになった。しかし、政蔵一家は、一九三三年
（昭和八）
一二月一二日、平鹿郡横手町

































































































師にほのかな好意を持ったことが らしい。教員用宿舎のようものはなかったために、屋敷が大きい素封家の家が町村 要請により教員の下宿 な のであろう。しかも、当時の小学校は大黒屋の裏にあった。おそらくタケ 片思いのような のであったと思われるが、































































































































































郎は軍隊に召集されている。出征時の四郎と一九三六年一月生まれの美和が同じ写真の中で写っており、美和による 、その写真 美和二歳になっていないという。四 が向かった は中国大陸である。現在年未詳の四月二二日「髙久武子」宛「高樹部隊本部小行李髙久四郎」よりの軍事郵便が遺されて る 「小行李」とは弾薬や器具などを輸送する歩兵の輜重部隊であった。その手紙によれば、約半月の行軍や戦さであったが、食うものがなくてとても困ったこと 「支那人」の空家に入って〈アハ〉
（あわ・粟）
を焚いて食べたこと、 「山西名












































































































しくない子であったという。 「嶺之介の歯が悪いのは、お腹にいる時ほとんど栄養がとれなかったためだ」とタケはよく話をしていた。風呂は二～三日に一回 あったが、それも「アンコ」たちを入れ 自分はいつも最後であった。　
やがて五人の「アンコ」たちも少しづつ弟子上りをし、結婚などで
高久の家を離れていった。その中には、通 で高久建設に勤める者、あるいは東京に出て行く者も 嶺之介が小学校高学年の頃には「女中さん」もいなくなった。仕事も増え四郎は忙しく立ち回ってた。設計図の作成などのときはよく徹夜をしていた。一方 、映画好きの四郎は、小学校の同期生 映画館を買い取り、頼まれて社長になった光座
（大映・日活直営館）
によく映画を見に行っていた。家族が一















































































































































































































































































原毛鉱山が帝国鉱業開発株式会社に売却された時、常松・シゲ夫婦は、これをきっかけにどこに転勤させられる も知 ないと思ったらしい。もう一つはシゲの思いである。シゲは、この舅のもとで子どもを育てることはできないと考え、湯沢町の家を出る とを夫にすすめた。この時、おそらく父長蔵からの依頼を受けてと思わ が、新 い先を世話してくれたのが、東京で凸版印刷 技術を身 つけた後、岩手県和賀郡黒沢尻町
（現北上市）
で印刷業を営んでいたシゲの叔父小原























































































































































な状態になった。数年後ハルの介護も必要にな 。二 介護 はシゲがあたった。忠吉は 一九七一年
（昭和四六）
二月二一日、満八六












































































史文化研究所からの依頼により、同年九月九日、クレオ大阪 （大阪市女性協会） で「近代の女性史から見えてくるもの」という題で講演した。この講演の素材が高久タケ・柏原シゲであり、聞き取りはそのためのものであった。高久タケの場合、戸籍以外に文字資料は決定的に少ない。しかもタケは一九七八年 （昭和五三） 二月満六五歳で死去し、夫である四郎は、それより一七年前一九六一年 （昭和三六） 六月満五五歳で死去している。そのため、姉大山美和、兄高久臣一、姉地主詔子より聞き取りを行った。この聞き取 の前提に、タケが四郎と結婚した際一緒についてきた原田キヨ子 （ 「キヨ子あっちゃ」 ） から
　
姉や兄が四郎・タケの結婚事














七二） 一月八日生まれの祖父嘉兵衛は曽祖父嘉兵衛 次 であったが、一八八六年 （明治一九） 五月二日数え年一 歳で大黒屋を相続したが、一八九六年 （明治二九） 三月 日、数え年二四歳で死亡した。 が て、先代嘉兵衛の四女で数え年二三歳のツネがその三日後の 月二日にした。こうしてツネは女戸主になった。 は一九〇四年 （明治三七）一〇月一五日、同じ西馬音内村 佐藤常吉弟金蔵 （明治二年［一八六九］二月四日生） を「入夫」として婚姻届出をした。要するに、入夫婚姻では、夫が妻の家に入り、妻の氏を称した。戦前の家制度の中で 妻の家を守るための制度であった。なお 戸主 入夫婚姻 制度につい 白石玲子「民法編纂過程における女戸主の地位 ― ―『家』 財産をめぐって― ―」 （ 『法制史研究』三二号、一九八二年） が詳しく本稿でも参照にした。白石 研究は、入夫婚姻における財産関係を基本的視覚として、入夫婚姻をした女戸主の地位をめぐる法の変化を、明治初年から昭和戦前期までを丹念に追及したものである。ツネ夫婦が結 した




阿波踊り・郡上八幡盆踊りとともに「日本三大盆踊り」 ） とされ この盆踊りについては、明応六年 （一四九七） 記録をもつ （前掲『羽後町郷土史』 ） 。
（
（）
一九二七年 （昭和二） の帝国興信所秋田支所編纂『秋田県名鑑』 （渋谷



























































生の手紙』 （自由アジア社、一九五六年） 、白鴎遺族会編『雲なが る果てに
　
戦没飛行予備学生の手記』 （出版協同社、一九五二年、一九八五








三五年 （昭和一〇） 八月ツツガムシ病のため死亡〕 、長女シゲ、二男悌蔵（一九二三年〔大正一二〕生） 、三男悌次 （一九二六年〔大正一五〕生） 、
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下り坂、そろそろ焼きが回つてきたなどと陰口を云われる年頃である。その六十歳の氏は村では革新的理想の持主だとされている。人間は年ではないといわれる所以でもある。村の小学校卒業後、地道な農業をつづけて来たが、農業会発足以来 事に選任され、農地委員は二期、農業委員制度に改組されると学識経験者として、委員に推薦を受け、幡野・弁天水利組合が出来ると議員に推された。こうした経歴を見ると、決してただのお百姓さんではなかつ ことが想像される。殊に農地委員当時は小作人側のよき味方として、農地改革の実現に大役 買つたことは村民の記憶にもまだ新しい。
　　　
氏は常に、明朗な郷土を建設したいと云つている。明朗な郷土建










れば、一九〇九年 （明治四二） 、トラホーム患者が、雄勝郡山田小学校（雄勝郡山田村） で四九％、深堀小学校 （山田村のもう一つの小学校） で五四％とかなりの高率であった。雄勝郡はトラホーム患者が相当出たようだ。さらにまた 京都での例であるが、一九二二年 （大正一一） 、京都府警察部衛生課が調査した京都府紀伊郡上鳥羽村塔ノ森 （現京都市南区） の「保健衛生調査」では 塔ノ森 は病気を抱えている疾病者の内、トラ











































加藤昭雄『和賀の十五年戦争』 （ツーワンライフ、二〇 五年） では、









東京から湯沢町に出張してきた義太夫の師豊沢龍太郎 門人になり、一九五二年 （昭和二七） の第五〇回東都五十議会に初出場し 第一位を獲得した。 「龍司」という名を持っ い 。湯沢 義太夫会 会長にも る
（前掲『雄勝郡人物名鑑』 ） 。
　
追記
　
本稿の後半、柏原シゲの部分は聞き取りや資料収集には妻俊子があ
たった。また全体を通して筆者の兄臣一、姉美和・詔子、俊子の姉夫婦大沼重吉・宏子には聞取りや戸籍などの資料収集で全面的に協力をいただい 。親族ではあるが、お礼を述べたい。
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